
第６学年１組 実践音楽科活動案 

サウンドロゴ８ 

 活動場所：音楽室 

１０月９日（金）９：２０～１０：２５ 

 提案者 渡辺 奈穂子  

１ 活動のねらい 

８拍のサウンドロゴをつくる活動を通して、様々

なサウンドロゴを聴いたり、仲間と印象に残る音楽

の特徴について考えたりしながら、音楽の見方をひ

ろげる。 

２ 活動設定の意図 

サウンドロゴとは、企業名や商品名、キャッチコ

ピーなどを旋律や効果音を付けてアピールする音楽

である。本活動で子どもは、自分の生活の中で耳に

している様々なサウンドロゴを音楽的な視点で見つ

めていく。既存のサウンドロゴを、曲の長さ、繰り

返し、リズムや速度、歌詞の覚えやすさ等の効果と

つながっていることに気づきながら、サウンドロゴ

のとらえをつくっていく。 

様々なサウンドロゴを音楽的な視点で聴いた子

どもは、自分も「インパクトのあるサウンドロゴを

つくりたい」「おもしろいサウンドロゴにしたい」な

どと思いや願いをもつ。子どもは、６年間自分が過

ごした上越教育大学附属小学校のサウンドロゴをつ

くるために、言葉を吟味する。そして、言葉のリズ

ムや抑揚を生かし、楽器または iPad で旋律をつく

る。音色を変えたり伴奏を加えたりなど、音楽を形

づくっている要素のはたらきが生み出すよさや面白

さとかかわらせながら、表現をつくり、つくり変え

ていく。子どもは、８拍の中に自分の思いやイメー

ジにあった表現をつくる過程で、印象的な音楽につ

いて思考しながら、音楽的な見方を更新していく。 

サウンドロゴをつくるだけでなく、自分のつくっ 

た音楽が学校説明会やＨＰ、お昼の放送等で流す予

定である。第６学年の子どもの姿として、この事実

から、音楽がもたらすものを考えたり、音楽が生活

の中にある意味や価値をつくったりしていく姿を期

待したい。また、自分や仲間のつくったサウンドロ

ゴを聴き合うことで、多様な表現を受け入れ、それ

ぞれのよさを感じるとともに、新たなものを生み出

す楽しさや喜びを見いだす姿を期待する。多様な表

現を受け入れることや、音楽で表すよさや楽しさを

感じることは、豊かに生きる自分をつくることに通

じるものであると考える。 

 

３ 子どもの「問い」が立ち上がる環境 

○様々なサウンドロゴを聴く 

子どもは日々の生活において、テレビのＣＭや店 

内放送などで流れているサウンドロゴを耳にしてい

る普段、何気なく聞いているサウンドロゴを改めて

じっくりと聴く過程で、旋律、速度、音色、繰り返

しなど、音楽を形づくっている要素や仕組みを知覚

し、そこから醸し出される雰囲気やイメージを感じ

る。子どもは、既存のサウンドロゴとかかわる中で、

それぞれのサウンドロゴのよさやおもしろさを感じ、 

音楽的な見方や考え方をはたらかせながらサウンド 

ロゴをとらえていく。そして、音楽を形づくってい 

る要素や音楽の仕組みを生かして、より自分のイメ 

ージに合ったサウンドロゴをつくろうとするだろう。 

○自分で選んだ楽器や音楽制作ソフトウェア「Song 

Maker」を使う  

同じ旋律でも、音色や速度が変わるだけで、印象

は大きく異なる。本活動では、自分の好きな楽器や

得意な楽器でつくっていく。また、子どもの演奏技

能に左右されることなく、音楽づくりを可能にする

ために、音楽制作ソフトウェア「Song Maker」

https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/ も 用 意

する。子どもは、音色、速度などの視点から、サウ

ンドロゴをつくり、つくり変えていく。また、ハモ

らせたり、リズム伴奏を追加したりなど、楽器や

iPad を使用して表現の可能性をひろげる。試行錯誤

を繰り返しながらサウンドロゴをつくる過程で、子

どもは音楽的な見方をひろげていく。 

 

「サウンドロゴ８」（全 1０М） 

第１次 既存のサウンドロゴを聴く（２М） 

・様々なサウンドロゴを聴き比べる 

・印象に残るサウンドロゴを分析する 

第２次 サウンドロゴをつくる（６М）(本時) 

・附属小学校のイメージからサウンドロゴを構想する 

・言葉やリズム、音の高さを考える 

・音色、速度、強弱、繰り返しなど表現を工夫する 

・つくったサウンドロゴを演奏する 

第３次 つくったサウンドロゴを紹介する（２М） 

・サウンドロゴを収録し、紹介をする 

・活動を振り返り、生活の中の音楽について思考する 

 

 

 



４ 対象とかかわる子ども 

本活動の始めに、ＣＭや店内放送の音楽、YouTube 

にある既存のサウンドロゴを聴いて楽しんだ。覚え

やすく印象的なサウンドロゴを選び、その理由をリ

ズム、音の高低、音色、言葉などの視点から探って

きた。また、子どもはリズムや音の変化による面白

さだけでなく、言葉の抑揚や繰り返しなども工夫さ

れていることなど、音楽を形づくっている要素や音

楽の仕組みと関連していることに 気付いていった。

わずか数秒の中に、工夫がなされていることを感覚

的、そして音楽的にとらえていった。 

様々なサウンドロゴと出あう中で、自分でもつく 

ってみたいという思いや願いの膨らみから、上越教

育大学附属小学校のサウンドロゴづくりをスタート

させた。６年間過ごしてきた自分の学校だからこそ、 

附属小学校に対するイメージをもっている。子ども 

はそのイメージをもとにしながら、言葉や旋律をつ 

くり始めている。 

 

５ 本時の構想・展開 

（１） 本時のねらい 

附属小学校のサウンドロゴの旋律をつくる活

動を通して、「言葉」「リズム」「音の高さ」などに

着目して考えたり、仲間とサウンドロゴを聴き合

ったりしながら、音楽的な見方をひろげる。 

（２） 本時の構想 

〇サウンドロゴの旋律を新たな視点でとらえる 

  本時では、仲間のサウンドロゴの旋律を鑑賞し

たり歌ったりして、仲間の表現にはどのような工

夫が加わったのか聴き取る。子どもは、「音の高さ」

「リズム」など、音楽を形づくっている要素のは

たらきから生み出すよさを感じ取りながら、自分

のつくった旋律に照らし合わせて考え、よりよく

するための視点をもつ。子どもは、音楽を形づく

っている要素のはたらきを感じ取り、新たな視点

も生かしながら、自分のサウンドロゴをつくり、

つくり変え、音楽的な見方をひろげていく姿を期

待する。  

 

３） 本時の展開 ５・６М／全１０Ｍ（６５分） 

時間 番号;子どもの活動  ・；子どもの姿 ○；教師の手立て 

２０ 

 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

１ 仲間のサウンドロゴの旋律を聴く 

・仲間のサウンドロゴの旋律を聴いたり歌ったりして

楽しむ。 

・仲間のサウンドロゴの旋律を聴いた感想を伝える。 

・どんな工夫が加わったのか聴き取る。 

・要素の視点から表現の工夫を考える。 

・どんな工夫ができそうか見通しをもつ。 

２ サウンドロゴの旋律をつくり変える 

・音の高さを変えて、聴き比べる。 

・最後の音を変えて、聴き比べる。 

・言葉の抑揚に合ったリズムをつくる。 

・言葉に合った旋律をつくる。 

・繰り返しを取り入れる。 

・できたサウンドロゴの旋律を仲間に聴いてもらう。 

 ・旋律に言葉をのせて歌ってみる。 

３ 本時を振り返る 

・明るい感じにしたいから、音の高さを考えた。 

・言葉の繰り返しを入れてみた。 

・次時は楽器で演奏してみたい。 

○表現の工夫が参考になりそうな数人

を取り上げ、なぜそのように考えた

のか、根拠を問い返す。 

〇サウンドロゴの旋律を聴覚・視覚的

に示したり、実際に歌ったりするこ

とで、仲間の表現の工夫をとらえら

れるようにする。 

〇つくり終えた旋律に教師が伴奏をつ

けて歌いやすくしたり、困っている

子どもにはアドバイスをしたりす

る。 

〇音楽ソフト、または自分の選んだ楽

器を使ってつくる。ソフトの操作が

わからない子どもには使い方を教え

る。 

〇本時の活動を振り返り、自分が工夫

したことやがんばったことを書くと

ともに、次時以降の見通しをもてる

ようにする。 

 

 

 

 



６ 活動の振り返り 

(1) あふれるサウンドロゴを音楽的にとらえる 

私たちの生活の中にはサウンドロゴがあふれて

いる。導入では、普段何気なく聞いているサウンド

ロゴを聴いて楽しんだ。CМや YouTube で流れてい

るサウンドロゴの中から自分の「お気に入り」を一

つ選び、その理由をリズムや音の高さ、音色、言葉

などの視点から音楽的にとらえた。「付点を使ったリ

ズムだと楽しそう」「音がどんどん上がると気分も上

がる」「ハモっているときれいだ」「『お値段以上』と

いう言葉のチョイスがさすがだ」など、自分が好き

なサウンドロゴを音楽的にとらえながらよさを見出

していった。 

子どもは自分や仲間の選んだサウンドロゴを聴

いたり、分析したりすることで、わずか数秒の中に

楽しさや美しさ、面白さがあることを直感的にとら

えるとともに、音楽の要素に着目してとらえていっ

た。そして、「自分もサウンドロゴをつくってみたい」

という思いや願いを膨らませた。 

子どもは、自分の学校である上越教育大学附属小

学校(以下附属小)に６年間通っているからこそ、自

分の学校のよさを実感している。「楽しい感じのサウ

ンドロゴにしたい」「わくわく感がでるようにしたい」

など、子どもは自身のもつ附属小のイメージを形に

しようと８拍のサウンドロゴづくりをスタートさせ

た。「自分の夢を育てる附属小学校」「笑顔がいっぱ

い楽しさいっぱい附属小学校」など、伝えたいこと

を言葉にし、音楽制作ソフトウェア「Song Maker」 

を使い、旋律をつくり始めた。 

(2) 旋律づくりの視点の共有からよりよい音楽へ 

本時では、３人の仲間がつくった旋律を紹介した。

互いのつくった旋律を紹介し合う中で、それぞれの

旋律のよさを実感し、新たな視点からよりよい音楽

へつなげることができると考えたからである。子ど

もに紹介した作品は次の通りである。 

① 小さい「つ」を意識したリズムに変えた表現 

♫♫のリズムだと「しょうがこう」になっていました。

だから「しょうがっこう」と歌えるよう休符を入れて 

♫♪ ♪というリズムに変え、歌いやすくしました。 

② 大切な言葉と音の高さを工夫した表現 

「ニコニコ」という言葉を自分のサウンドロゴに

も入れました。気分がよい感じにしたかったから、

音の高さをだんだんあげました。 

③ 繰り返しのリズムと音の高さを工夫した表現 

 

 

 

 

 

「チョコモナカ」のサウンドロゴのようにリズムを

２回繰り返しました。最後の音だけ音を上げると、楽

しさがでるから、１オクターブ音の高さを上げました。 

「Song Maker」は、音階を可視化させ、つくった

音楽を聴いたり保存したりできる。目で見ることが

できず、残すこともできない仲間の旋律が可視化さ

れ、その旋律に込められた思いや意図が共有された。

実際にその旋律を聴き、歌ってみた子どもは、「休符

を入れただけで歌いやすくなる」「リズムを繰り返し

ていて面白い」「音の高さで印象が変わる」など仲間

の旋律のよさを実感した。 

旋律をつくったものの、自分の旋律に満足してい

ていなかった清哉さんや悠斗さんは、自分の表現に

はない新たな表現と出あい、そのよさを自分の旋律

に照らし合わせて考えたり、自分の旋律づくりに生

かしてみたりしようと思ったのである。 

(3) こだわってつくるサウンドロゴ 

清哉さんは、附属小は楽しい活動があることを表

現したいと思い、音の高さが大きく変化する旋律を

つくった。しかし、「なんか変。なんか気に入らない。

それに、歌いづらい」と、音の高さを変えては聴く

という行為を何度も繰り返すものの、満足できる旋

律になっていなかった。清哉さ

んは③の旋律を聴き「音の高さ

を変化させないと呼びかけて

いる感じになる」と、音の動き

に着目した。そして、音の高さ

を大きく変化させることをや

め、音の高さを隣の音へ移動す

る旋律につくり変えた。つくり

 

 

 



変えた旋律を仲間に聴いてもらい「いいね、今度は

歌いやすい」などと認めてもらったが、それでも前

半部分の音の高さを吟味していた。様々な音の高さ

から始まる旋律をつくっ

ては聴き比べ、納得でき

る旋律になるような音の

高さを見つけていった。

出来上がった旋律に教師

が伴奏をつけてみると、

「あっ、こっちの方が附

属のよさが伝わりそう」

と満足している清哉さん

の笑顔があった。 

 

 

 

清哉さんの行為は、単に感覚的に対象にはたらき

かけていただけではない。「音の高さ」や「音の動き」

という音楽的な視点をもち、旋律をつくり変えなが

ら、繰り返し対象に迫っていることがわかる。「今日、

友達のメロディを聴いてよいアイディアをもらった

のでよかったです。気に入るメロディになりました。」

と振り返っていた。清哉さんはイメージに伴うよう、

音楽的な要素のはたらきを実感するとともに、音の

動きや音の高さについてのとらえをつくっている。 

また、悠斗さんは、明るい感じを出したいと願い、

全体的に音を上げて、「ラ」から始まるイ短調の旋律

をつくっていた。悠斗さんは短調の旋律になってい

ることに気付いていない。しかし、「暗い感じがして、

イメージと合わない。」と悩んでいた。①②③の楽譜

を見て、既存のサウンドロゴを分析した時に、最後

の音を「ド」(ハ長調の主和音)にすると、まとまり

のよい旋律になることを思い出した。そして、最初

と最後の音を「ド」になるように旋律に移調させた

のである。すると「あれ、音は下げたけど、明るく

なった」と言い、何度も聴き比べたり、仲間に意見

を求めたりしながら、最終的に「ド」から始まる旋

律につくり変えた。そして、教師から「短調から長

調に変化した」という事実を知らされた。振り返り

では「音を高くするか低くするかすごく考えました。

そして長調にしました。もう迷っていることはあり

ません！」と書いた。悠斗さんは、もともと長調と

短調については知っていたが、旋律を聴き、曲想を

感じ取るという体験を通して、長調と短調について

とらえ直していた。 

また、柚香さんは「友だちのメロディを聴いて、

休符を使っているのが明るくていい」と感じ、「『自

分』の『じ』と『ぶ』の間に休符を入れて弾むよう

な感じにできた」とリズムについて振り返ると共に、

「次は打楽器を追加して楽しい感じにしたい」と次

時へ思いを膨らませていった。 

子どもは旋律を完成させるまでに、様々なアイデ

ィアを出し、試した中から、最後は「これにしよう」

と決断する。自分がこだわった旋律には、新たなも

のを生み出した自信や満足感がある。 

音楽づくりに正解はない。しかし、「よいものはよ

い」という直感、感覚で音楽をとらえる。それと同

時に「なぜ、それをよいと感じるのか」と音楽的な

要素に着目して音楽とかかわる中で、子どもは音楽

への見方をひろげている。 

(4)音楽づくりは個別的な探求 

「自分の考えでつくってみよう」「自分のやり方

でやっていいんだ」と思える環境の中にいる子ども

は、教師が「音の高さを〇〇しましょう」「繰り返し

のリズムを使いましょう」などと教えなくても、自

ら気付き、それを取り入れながら音楽をつくる。そ

こには、自分の願う音楽表現の具現に向けて、旋律

を試しながらつくる中で、「こうかな、ああかな」と

繰り返し対象にはたらきかけたり、逆に対象からは

たらきかけられて感じ取ったりする姿がある。 

本活動を見ると個別的な探究が介在することに

気付く。「音の高さをもっと吟味したい」「楽器で演

奏したい」「イメージにピッタリの音色を見つけたい」

「伴奏もつけてみたい」「仲間のサウンドロゴを聴い

て参考にしたい」と子どもの姿は様々であった。こ

れらの姿は、こうすれば子どもの「問い」が立ちあ

がる教育活動を実現できるといった単線的なもので

はないということを、私に教えてくれている。 

≪メールにて本活動に関するご意見、ご感想をお寄

せください≫ 

提案者連絡先 wnaoko@juen.ac.jp (渡辺奈穂子)  

mailto:wnaoko@juen.ac.jp

